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部長　干
ほし

川
かわ

 玲
れ

央
お

さん

須
す

藤
どう

 大
ひろ

輝
き

さん 清
し

水
みず

 碧
あ

月
つき

さん

佐
さ

藤
とう

 優
ゆう

希
き

さん 笠
かさ

原
はら

 悠
ゆう

斗
と

さん

同
好
会
に
入
っ
た

き
っ
か
け
は
？

❖
趣
味
で
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
や
っ
て
い

て
、
も
し
か
し
た
ら
こ
こ
で
も
活
か
せ

る
と
思
っ
た
か
ら
。

❖
高
校
で
は
文
化
部
に
入
り
た
か
っ

た
。活
動
が
不
定
期
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

小
学
生
の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
入
部
し
た
。

❖
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
に
入
っ
て
、

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。

❖
人
助
け
は
、
助
け
ら
れ
た
側
も
助
け

袖
高

ボ
ラ
ン
ティ
ア
同
好
会

市
議
会

みんなのひろば

と

＼＼  聴いて　伝える ／／

広
域
農
道
の
コ
ス
モ
ス
や

ポ
ピ
ー
の
種
ま
き
・
除
草
作

業
は
大
変
？

❖
同
好
会
の
担
当
の
区
域
が
あ
っ
て
、

作
業
は
土
日
も
や
り
ま
す
。

❖
家
の
草
取
り
は
、た
ま
に
や
る
け
ど
、

ポ
ピ
ー
の
除
草
作
業
は
、
花
と
草
の
見

分
け
が
つ
か
な
く
て
地
域
の
人
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
や
っ
た
。
苦
労
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
？

●
袖
ケ
浦
公
園
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の

手
伝
い
…

❖
突
然
ク
イ
ズ
担
当
と
な
っ
た
が
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
。
楽
し
い
し
、
い
い
体

験
に
な
っ
た
。

❖
参
加
者
と
一
緒
に
歩
い
た
が
、
ご
年

配
の
方
と
話
を
し
て
、「
あ
な
た
と
話

袖ヶ浦高校ボランティア同好会は、昭和55
年に袖ヶ浦高校が千葉県福祉教育推進校に指
定され生徒会の中の「ボランティアサークル」
として組織されました。平成元年に生徒会か
ら独立し、現在は「ボランティア同好会」と
して活動しています。

今回
の座
談会
は

今回
の座
談会
は

人
の
役
に
立
ち
た
い

人
の
役
に
立
ち
た
い

将
来
は
市
役
所
の
職
員
・
自
然
保
護
官
に

将
来
は
市
役
所
の
職
員
・
自
然
保
護
官
に

た
側
も
気
持
ち
が
い
い
。
将
来
は
市
役

所
職
員
を
目
指
し
て
い
る
。

❖
中
学
校
で
３
年
間
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。
当
時

は
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
参
加
し

た
の
で
、
そ
の
好
奇
心
を
袖
ヶ
浦
高
校

で
も
活
か
し
た
い
と
思
っ
た
。

同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は

何
人
く
ら
い
で
活
動
を
？

❖
現
在
の
部
員
数
は
10
名
で
す
。
男
子

６
名
、女
子
４
名
。（
Ｒ
２・２
月
時
点
）

袖ヶ浦高校
ボランティア

同好会
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ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
で
自
然
を
守
り
、

再
生
す
る
活
動
が
し
た
い
。

❖
一
度
み
ん
な
に
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
。

❖
趣
味
は
ア
ニ
メ
。
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
事
象
に
対
し
「
学
生
は
こ
う
思
っ

て
い
る
ん
だ
」
と
発
信
し
た
い
。

　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
み
な
さ
ん
の
普
段
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
社
会
問
題
、
環
境
問
題
な
ど

も
関
心
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

若
い
み
な
さ
ん
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

●
千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校

　
袖
ケ
浦
市
神
納
５
３
０

　
　
☎（
６
２
）７
５
３
１

　
　
ＦＡＸ（
６
３
）８
４
４
３

せ
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

●
学
童
保
育
で
お
手
伝
い
…

❖
一
人
っ
子
で
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
た

こ
と
が
な
い
。
興
味
本
意
で
参
加
し
た

が
、
些
細
な
こ
と
で
喧
嘩
し
て
し
ま
い
、

１
日
や
っ
て
と
て
も
疲
れ
た
。
保
育
士

さ
ん
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
。
来
年
は

趣
味
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
披
露
し
た
い
。

❖
子
供
の
元
気
さ
を
改
め
て
感
じ
る
い

い
体
験
に
な
っ
た
。

議
会
だ
よ
り
を
見
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？

❖
市
内
在
住
者
は
１
人
。
議
会
の
ひ
ろ

ば
と
い
う
冊
子
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い

る
。
中
も
チ
ラ
っ
と
見
た
。

ど
ん
な
こ
と
に
興
味
関
心
が

あ
り
ま
す
か
？

今
後
同
好
会
で
や
り
た
い

活
動
は
？

❖
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
だ
が
、
サ
バ
イ
バ
ル

ゲ
ー
ム
が
好
き
。

❖
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
趣
味
。
や
り
た
い

こ
と
は
、
特
に
思
い
つ
か
な
い
が
、
要

望
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
発
的
に

み
ん
な
で
や
っ
て
み
た
い
。

❖
趣
味
は
昆
虫
採
集
。
壊
れ
て
き
た
自

然
を
ど
う
再
生
す
る
か
を
考
え
て
い
る
。

将
来
は
自
然
保
護
官
に
な
り
た
い
。
ボ

─ 主な活動 ─
６月　ユニセフ主催行事の補助（袖ケ浦公園）
７月　広域農道のコスモスの種まき
８月　絵本の読み聞かせ（近隣保育園）
　　　学童保育補助（昭和小学校）
10月　赤い羽根共同募金（袖ケ浦駅）
２月　広域農道の除草作業
　その他、県主催の「高校生ボランティアリー
ダー養成講座」への参加や「歳末助け合い校
内募金活動」、「老人ホームの訪問」、同好会報
「WELFARE」を発行

景観まちづくり賞の表彰式後に市長室にて

─ 受賞歴 ─
平成６年　君津・安房地区障害福祉
地域講座及び君津地区福祉教育研究
大会でのボランティア体験発表を千
葉日報で紹介

平成９年　袖ケ浦駅構内の清掃に対
してＪＲ東日本より感謝状授与

平成10年　「さわやかハート千葉」の
優良実践団体として受賞

令和２年　市景観まちづくり賞受賞

保育園で絵本の読み聞かせ保育園で絵本の読み聞かせ 袖ケ浦駅での赤い羽根共同募金活動袖ケ浦駅での赤い羽根共同募金活動

ユニセフ主催イベントのお手伝いユニセフ主催イベントのお手伝い

広域農道での広域農道での
除草作業除草作業

がんばってます！活動風景
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市
民
ニ
ー
ズ
と
行
政

課
題
を
と
ら
え
た
予
算

昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
、

被
災
者
へ
の
支
援
や
公
共
施

設
の
復
旧
と
と
も
に
、災
害
に

強
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
取

組
と
し
て
、防
災
行
政
無
線

の
更
新
や
Ｉ
Ｐ
無
線
機
の
購

入
、ま
た
保
育
ニ
ー
ズ
へ
対
応

す
る
た
め
私
立
保
育
施
設
整

備
へ
の
助
成
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
、
継
続
事

業
で
あ
る
庁
舎
整
備
や
、
一

定
規
模
以
上
の
設
備
投
資
を

行
っ
た
企
業
へ
の
奨
励
金
を

拡
充
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
行
政
課
題
へ

の
施
策
を
反
映
し
た
予
算
編

成
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
賛

成
し
ま
す
。

令和２年度予算について、議会では、予算審査特
別委員会を設置し、３月16日、17日、19日の３日
間にわたり各会計の審査を行いました。
令和２年度は新・総合計画　始まりの年。予算編
成に掲げた持続的発展を図るための６つの取組に
沿った事業などについて、質疑が行われました。
令和２年度当初予算は、歳入歳出総額は259億
1,000万円　対前年度13億7,000万円　5.6％増　
と、2年連続で増加となり、市の貯金である財政調整
基金は、令和元年度末より約６億5,924万円減の14
億2,131万円となっています。

賛成
討論

259億1000万円収 入

台風災害を乗り越え 、
　　　新たな未来へ 進む予算

市税
135億2111万円
52.5%

財政調整基金などからの繰入金
8億7900万円　3.4%

負担金・使用料など
8億5738万円　3.3%

保育料、小中学校給食費、住民票交付、
ごみ処理手数料など

諸収入・財産収入
5億9148万円　2.3%

講座受講料、不燃物売却代、
市有財産貸付収入など

国から交付されるお金
37億7579万円　14.6%

県から交付されるお金
22億9023万円　8.8%

地方消費税から交付されるお金
13億4300万円　5.2%

市債（借入金）
11億9170万円　4.6%

地方譲与税・地方特例交付金など
11億円32万円　4.2％

自主財源

依存
財源

＊自主財源：市が自主的に徴収する収入
＊依存財源：国や県から受け入れる収入

自主財源　合計 162億 896万円　62.6%
依存財源　合計 97億 104万円　37.4%

収 入

可
決

市税収入について、合計135億
2,111万円、対前年度0.5％の減と
なります。主な要因としては、個
人市民税と固定資産税が、袖ケ浦
駅海側地区の人口増により、前年
度より増加となったが、法人税割
の税率引き下げにより、法人市民
税が対前年度21%減となったこと
があげられます。

その他、地方交付税や県支出金
などの財源の確保を図り、台風災
害の復旧支援に充てられます。

前年度からの繰越金
3億円　1.2%

ふるさと納税
などの寄付金
6000万円　0.2%

１
．
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
災
害
に
強
い
ま
ち
へ

２
．「
住
み
た
い
」
に
応
え
ら
れ
る
ま
ち
へ

３
．
次
の
世
代
を
国
際
力
豊
か
に
育
て
る
ま
ち
へ

４
．
車
が
無
く
て
も
生
活
で
き
る
ま
ち
へ

５
．
24
時
間
安
心
し
て
過
ご
せ
る
医
療
充
実
の
ま
ち
へ

６
．
農
業
を
始
め
や
す
く
、
遊
休
農
地
が
活
用
さ
れ
る
ま
ち
へ

６つの
主要な取組

※１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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各
分
野
で
問
題
が
あ
り

賛
成
で
き
ま
せ
ん

　

残
業
が
深
夜
０
時
以
降

に
及
ぶ
市
職
員
も
多
く
、
過

労
死
・
過
労
自
殺
を
防
ぐ
た

め
必
要
な
正
規
職
員
の
増
員

を
。
国
保
へ
の
法
定
外
繰
入

れ
増
額
で
、
国
保
税
値
下
げ

を
。
交
通
弱
者
の
た
め
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
実
施
が
急

務
で
あ
る
。
新
規
の
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
補
助
制
度
財
源
確

保
の
た
め
に
針
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
助
成
対
象
を
現
行
65
歳
以

上
か
ら
75
歳
以
上
に
引
上
げ

る
や
り
方
は
反
対
。
保
育
所

入
所
待
ち
２
０
０
人
以
上
の

解
消
策
が
不
十
分
。
ゴ
ミ
処

理
は
資
源
再
利
用
を
徹
底
す

べ
き
で
あ
り
巨
額
で
の
７
自

治
体
広
域
熔
融
処
理
は
問
題
。

市
原
市
と
の
協
議
も
な
く
木

更
津
市
主
体
火
葬
場
建
設
は

問
題
。
汚
染
物
質
か
ら
環
境

を
守
る
た
め
の
残
土
条
例
制

定
が
さ
れ
な
い
等
の
諸
問
題

が
あ
り
反
対
。

反対
討論

259億1000万円支 出

台風災害を乗り越え 、
　　　新たな未来へ 進む予算

令和２年度予算

人件費
56億3848万円　21.8％

職員給与・共済組合負担金・
議員報酬など

扶助費
53億5034万円
20.7％

福祉・生活保護など

地方債の償還金
13億4733万円　5.2％

道路や施設などの
建設費・災害復旧事業費
23億9401万円　9.2％

物件費
53億4532万円
20.6％

補助金・負担金など
34億7721万円

13.4％

繰出金　14億1049万円　5.4％
一般会計から特別会計へ支出するお金

維持補修費
3億4553万円　1.3％

道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修

積立金　1億5219万円　0.6％
財政調整基金積立金など

投資及び出資金・貸付金
3億4915万円　1.4％

奨学資金貸付金、高齢者等住
宅整備資金貸付金、中小企業
融資資金貸付金など

予備費　1億円　0.4％

義務的
経費

その他
の経費

投資的
経費

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費
＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

義務的経費　合計 123億3615万円　47.6%
投資的経費　合計 23億9401万円　 9.2%
その他の経費　合計 111億7984万円　43.1%

支 出

歳出では、令和元年の台風災害
における施設等の災害復旧費とし
て4,117万円、補助金を活用した
住宅修繕緊急支援事業として６億
9,387万円を計上、また新規事業
としては、市内の体育施設を活用
して大会や合宿を誘致する「ス
ポーツツーリズム推進事業」、居
宅で生活する高齢者の移動手段を
確保する「高齢者移動支援事業」、
情報技術を活用し業務改善を図る

「ＲＰＡ・ＡＩ導入推進事業」な
どがあげられます。
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非
常
食
の
備
蓄
５
万
６
千
食
の
根
拠

は
。

　
市
民
が
約
６
万
４
千
人
と
し
て
約
１

割
の
人
の
３
日
間
の
非
常
食
確
保
と
し

て
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
災
害
を
受
け
、
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
備
蓄
品
は
。

　
長
期
の
停
電
が
発
生
し
た
た
め
、
発

電
機
等
の
備
蓄
台
数
が
不
足
し
て
い
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
以
降
、
非
常
用
発

電
機
の
備
蓄
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
概
要
は
。

　
国
の
示
し
た
国
土
強
靭
化
基
本
法
に

基
づ
い
て
局
地
的
短
時
間
豪
雨
や
巨
大

地
震
等
の
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
る

た
め
事
前
防
災
、減
災
、迅
速
な
復
旧・

復
興
等
に
資
す
る
た
め
強
靭
化
地
域
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
地
域
防
災
計
画
と
の

関
連
性
は
。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、
最
悪
の

事
態
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
計
画
で
、

災
害
時
の
対
応
策
で
あ
る
地
域
防
災
計

画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

　
平
岡
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
定
員
と
利
用
状
況
は
。

　
平
成
31
年
４
月
現
在
で
、
定
員
は
45

人
、
利
用
状
況
は
49
人
で
す
。

　
平
岡
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
具
体
的
な
整
備
内
容
は
。

　

平
岡
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
整
備

し
、
２
教
室
で
定
員
60
～
70
人
程
度
の

予
定
で
す
。
整
備
の
内
容
と
し
て
は
、

２
教
室
の
内
装
等
の
改
修
、
照
明
等
の

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
介
護
に
関
す
る
研
修
又
は
資
格
取
得

の
補
助
の
対
象
は
。

　
市
内
の
介
護
事
業
所
で
、
就
労
中
に

資
格
取
得
等
を
し
、
引
き
続
き
３
か
月

以
上
就
労
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
資
格

取
得
６
か
月
以
内
に
雇
用
さ
れ
、
か
つ

３
か
月
以
上
就
労
し
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。
な
お
、
雇
用
の

正
規
・
非
正
規
は

問
い
ま
せ
ん
。

　
高
速
バ
ス
を
活
用
し
た
農
畜
産
物
の

販
売
促
進
の
内
容
は
。

　
高
速
バ
ス
の
荷
台
に
袖
ケ
浦
の
新
鮮

災
害
へ
の
備
蓄
を
強
化

震
災
対
策
備
蓄
倉
庫
管
理
費

　
　
４
８
５
万
１
千
円

　
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
２
年
度
予
算
に
対
し
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
で
は
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
金
額
は
質
問
の
内
容
を
含
む
事
業
全
体
の
金
額
で
す
。

気
に
な
る
事
業

非常食配布の様子

令和
２年度
予算

平
岡
小
学
校
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
整
備

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
６
８
４
万
円

介
護
人
材
の
育
成
支
援

介
護
人
材
確
保
育
成
支
援
事
業

65
万
円

新宿駅周辺でのイベントの様子

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
対
策
事
務
費

　
　
１
，
０
５
４
万
２
千
円

袖
ケ
浦
の
農
畜
産
物
を
全
国
へ

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
費

４
２
０
万
円
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な
農
畜
産
物
を
載
せ
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

の
新
宿
駅
周
辺
ま
で
運
搬
し
ま
す
。
農

畜
産
物
の
販
売
を
通
じ
て
、
交
流
人
口

の
増
加
や
、
販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
高
速
バ
ス
の
荷
台
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
運
搬
料
を
縮
小
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
袖
っ
粉
ミ
ッ
ク
ス
（
袖
ケ
浦
産
米

粉
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
粉
）」
の
食
品
展
示

会
で
の
販
売
促
進
の
状
況
は
。

　
Ｈ
30
年
度
に
「
袖
っ
粉
ミ
ッ
ク
ス
」

を
開
発
し
、
Ｒ
元
年
度
は
食
品
会
社
と

連
携
し
「
袖
っ
粉
唐
揚
げ
」
を
開
発
し

ま
し
た
。
袖
っ
粉
唐
揚
げ
を
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
の
産
業
交
流
会
に
出
店

し
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
と
い
う
こ
と
で

人
気
が
あ
り
、
他
市
の
給
食
へ
の
提
供

や
、
弁
当
の
総
菜
な
ど
に
も
使
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　
森
林
経
営
管
理
計
画
作
成
委
託
の
目

的
と
内
容
は
。

　
林
業
経
営
の
効
率
化
と
森
林
の
整
備

を
目
的
と
し
、
市
内
全
体
の
森
林
の
概

ね
40
年
後
の
姿
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
長
期

計
画
と
、
５
年
ご
と
に
作
成
す
る
短
期

計
画
を
立
て
ま
す
。ま
た
、施
業
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
所
有
者
へ
の
森
林
経

営
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
意
向
調
査
の
結
果
か
ら
、
ど
の
よ
う

に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
結
果
を
受
け
て
、
所
有
者
の
方
が
自

分
で
森
林
経
営
を
す
る
か
、
市
に
経
営

管
理
権
を
お
渡
し
い
た
だ
く
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
に
経
営
管
理
権

を
お
渡
し
い
た
だ
く
場
合
は
、
市
で
森

林
経
営
へ
の
意
欲
の
あ
る
方
を
探
し
て

い
き
ま
す
。

　
地
域
資
源
の
活
用
を
図
る
た
め
の
大

学
・
高
等
学
校
と
の
連
携
と
は
。

　
若
者
の
視
点
で
市
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
大
学
や
高
校
と
連
携
し
、
市

の
農
産
物
や
観
光
資
源
な
ど
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
の
内

容
は
。

　
農
業
者
と
飲
食
店
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

交
流
や
、
企
業
同
士
で
の
交
流
な
ど
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
し

て
い
る
業
種
と
異
業
種
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
校
舎
の
設
計
・
施
工
は
令
和
３
年
度

ま
で
に
完
了
す
る
の
か
。

　
児
童
数
が
急
激
に
増
え
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
令
和
２
年
度
・
３
年
度
で
設

計
施
工
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
供
用
開

始
の
予
定
で
す
。

　
教
室
の
規
模
と
、
増
築
す
る
校
舎
の

位
置
に
つ
い
て
。

　
Ｈ
30
年
度
に
増
築
し
た
箇
所
か
ら
グ

ラ
ン
ド
側
へ
増
築
す
る
予
定
で
す
。
規

模
は
２
，５
０
０
㎡
で
、普
通
教
室
14
室
、

配
膳
室
、
管
理
諸
室
を
整
備
し
ま
す
。

委 員 長 佐久間　清

副委員長 村田　　稔

委 員 伊藤　　啓　　湯浅　　榮
根本　駿輔　　山下　信司
在原　直樹　　小国　　勇
笹生　典之　　緒方　妙子
鈴木　憲雄　　篠﨑　典之

予算審査特別委員会

新
た
な
視
点
で
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ

地
域
資
源
活
用
支
援
事
業

３
万
７
千
円

Ｈ30年度に増築された奈良輪小学校校舎

森
林
の
適
正
な
管
理

森
林
経
営
管
理
事
業

　
　
５
７
９
万
１
千
円

奈
良
輪
小
学
校　
増
築
予
定

７
億
６
９
７
万
５
千
円

（
令
和
２
年
度
～
15
年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行
為
）
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こんなことが決まりました

３月定例会　会 期 ２月19日～３月24日　35日間

条例の一部改正…………… 6件
基本構想の策定について… 1件
市道路線の認定…………… 1件
財産取得変更……………… 1件

令和元年度補正予算… 7件
令和２年度予算… 5件
人事案件 ……… 1件

合　計　22件　その他報告１件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
項
目
の
中
に
、
肺
が
ん
検
診
が
な
い
理
由
は
。

肺
が
ん
検
診
は
、
市
の
が
ん
検
診
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
方
で
も
、

肺
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
市
の
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

成※

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
の
内
容
に
つ
い
て
。

現
在
の
市
長
申
し
立
て
に
加
え
て
親
族
申
し
立
て
の

費
用
等
に
つ
い
て
も
、
助
成
の
対
象
に
拡
大
し
ま
す
。

併
せ
て
引
き
続
き
制
度
の
周
知
を
行
い
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

※
成
年
後
見
制
度
と
は
、認
知
症・知
的
障
害・精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ

て
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
会
計

マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策
工
事
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
用
発
電
機
購
入
の
内
容
に
つ
い
て
。

マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策
工
事
は
、
地
震
に
よ
る
液
状

化
で
マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
う
可
能
性

の
あ
る
箇
所
を
工
事
し
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
３
か

所
の
工
事
を
行
い
、
次
年
度
以
降
も
数
か
所
の
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
用
発
電
機
購
入
は
、
昨
年
の
台

風
被
害
を
受
け
て
、
停
電
時
の
汚
水
汲
み
上
げ
時
に

使
用
す
る
可
搬
式
の
発
電
機
を
２
基
購
入
し
ま
す
。

令
和
２
年
度　
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
の
予
算
額

可 決

Pick up 1
一　　　般　　　会　　　計 259億1,000万円

特別会計

国民健康保険 65億1,700万円

後期高齢者医療 7億1,600万円

介護保険 44億8,300万円

公営企業会計 下水道事業会計※ 24億9,800万円

合　　　計 401億2,400万円 

※農業集落排水事業、公共下水道事業特別会計は令和２年度より地方公営企業法を
一部適用し下水道事業会計となりました。

今号では
この中から3つを
Pick up！
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台
風
15
号
災
害

　
　
議
会
の
対
応

　
小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が

使
用
で
き
る
学
習
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
に
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

総　
額

　
１
億
７
４
２
７
万
円（
う
ち
６
７
９
６
万
円
補
助
金
）

令
和
２
年
度

　
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
と
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
整
備

※
今
後
、
段
階
的
に
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
貸

与
に
向
け
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
「
総
合
計
画
」
の
う
ち
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る

構
想
で
、
市
が
目
指
す
将
来
の
姿
を
示
す
「
袖
ケ
浦
市
基
本
構

想
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
令
和
２
年

度
か
ら
13
年
度
ま
で
で
す
。

基
本
構
想
に
お
け
る
「
ま
ち
の
活
性
化
」

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
に
袖
ケ
浦
市
に
住

ん
で
生
活
し
て
も
ら
い
、
人
口
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
い
き
ま
す
。
人
口
増
加
の
可
能

性
が
あ
る
中
で
、
子
育
て
環
境
を
し
っ
か

り
整
備
し
、
子
育
て
世
代
の
方
に
住
ん
で

い
た
だ
き
、
経
済
が
活
性
化
し
て
い
く
中

で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
支
え
て
い
け
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
校
内
に

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
を

行
い
ま
す

「
袖
ケ
浦
市
基
本
構
想
」を

策
定

可 決

可 決

Pick up

Pick up

3

2

意
見
と
課
題
を

捉
え
て

く
ら
し
に
寄
り
添
う

構
想
を

賛成
討論

　
基
本
構
想
と
は
、市
が
目
指
す
将
来
の
姿

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。今

回
の
構
想
は
多
く
の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見

を
い
た
だ
き
、市
が
抱
え
る
課
題
を
捉
え
作

成
し
た
も
の
で
あ
り
、内
容
も
適
切
と
い
え

る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
福
祉
向
上
を
ど
う
図
り
、
行

政
が
ど
う
寄
り
添
っ
て
い
く
の
か
、
農
業
の

発
展
や
高
齢
者
に
即
し
た
交
通
の
移
動
手
段

を
ど
の
よ
う
な
理
念
で
進
め
て
い
く
の
か
見

え
ま
せ
ん
。
希
望
と
展
望
が
見
え
て
く
る
市

な
ら
で
は
の
独
自
性
を
持
っ
た
基
本
構
想
に

す
る
べ
き
で
す
。

反対
討論

市が目指す将来の姿
「みんなでつくる

人つどい  緑かがやく  安心のまち  袖ケ浦」

基本計画に定める施策を実現する
ための計画で、個別事業の年次ご
との取組内容を明らかにするもの

総合計画の構成

基本構想を実現するための基本的
な計画で、まちづくりの施策や目
標を体系的に明らかにするもの

市の目指す将来の姿を示すもの基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画
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▼ 

総
務
企
画
常
任
委
員
会 

▲

　
　
初
動
時
、
地
元
消
防
団
と
自
主
防
災

組
織
、
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
の
連
携
が
必
要
だ
が
、
横
の
つ
な
が

り
は
機
能
し
た
か
。

　
　
自
主
防
災
組
織
と
地
元
消
防
団
が
、

連
携
し
て
地
元
の
復
旧
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
市
か
ら
直
接
自
主
防
災
組
織
へ
指
示

す
る
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
の
で
今

後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　
　

　
　
災
害
で
の
不
足
物
資
な
ど
か
ら
遠
方

の
都
市
と
災
害
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
。

　
　
県
内
市
町
村
や
同
期
市
等
と
い
く
つ

も
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
物
資

が
不
足
し
た
の
は
発
注
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
不
測
の
タ

イ
ム
ラ
グ
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
改
善

し
ま
す
。

　
　
台
風
や
津
波
を
想
定
し
新
庁
舎
の

機
能
見
直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
水
害
に
対
し
建
物
に
つ
い
て
は
、
止

水
板
設
置
の
検
証
を
加
え
ま
し
た
。
非

常
用
発
電
機
な
ど
の
設
備
関
連
に
つ
い

て
は
、
２
階
以
上
は
対
応
済
み
で
す
。

　
　
災
害
時
の
広
報
活
動
で
一
番
効
果
の

あ
る
伝
達
方
法
は
。

　
　
生
活
安
全
メ
ー
ル
と
避
難
所
な
ど
に

貼
っ
た
掲
示
物
が
効
果
的
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
　
罹
災
証
明
の
発
行
は
近
隣
市
と
比

較
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
た
か
。

　
　
罹
災
証
明
に
限
ら
ず
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
、
近
隣
市
等
の
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
、
情
報
交
換
を
し
て
い
た
の

で
、
各
自
治
体
間
で
大
差
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

自主防災組織の人命救助訓練の様子

台風災害の所管事務調査
　令和元年台風15号・19号をはじめとした一連の台風災害対応について、課題
や意見を取りまとめた中間報告書が作成されたため、各常任委員会で所管事務
調査を行いました。

　常任委員会とは、広範囲で複雑化している市の業務について、詳細に検討
し、専門的に調査するために常時置かれている委員会です。袖ケ浦市では、
以下の３つの常任委員会に分かれています。

▶総務企画…行財政や消防・防災に関することなど
▶文教福祉…教育や福祉に関することなど
▶建設経済…建設・農業・商業に関することなど
所管事務調査とは…常任委員会がその所管とする分野について調査すること。
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▼ 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 

▲

▼ 

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

▲

　
　
要
援
護
者
・
要
支
援
者
の
安
否
確
認

で
市
政
協
力
員
と
市
の
連
携
と
反
省
点

に
つ
い
て

　
　
要
援
護
者
の
把
握
は
、
市
政
協
力
員

に
書
面
で
依
頼
し
ま
し
た
が
、
地
区
に

よ
っ
て
対
応
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
た

め
、
統
一
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
説

明
会
な
ど
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
学
校
で
の
避
難
所
開
設
に
お
け
る
問

題
点
と
改
善
策
は
。

　
　
停
電
時
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
が
停
止
し
排
水
が
処
理
場
ま
で
流

れ
な
か
っ
た
と
聞
い
た
が
、
現
状
の
職

員
体
制
で
対
応
で
き
た
の
か
。

　
　
バ
キ
ュ
ー
ム
車
や
発
電
機
を
手
配
し

て
処
理
場
に
送
る
よ
う
な
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
担
当
課
の
職
員
だ
け
で
は
足

り
ず
、
担
当
部
の
中
で
体
制
を
整
え
対

応
し
ま
し
た
。

　
　
道
路
で
危
険
な
箇
所
や
倒
木
な
ど

被
害
の
全
容
調
査
に
つ
い
て
、
把
握
が

難
し
か
っ
た
と
思
う
が
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
地
元
と
連
携
は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
想
定
よ
り
被
害
が
大
き
く
状
況
把
握

に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。市
の
職
員
だ

け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、自
治
会
と
連
携
し
、自
治

会
が
道
路
に

飛
散
し
た
災
害

ご
み
を
集
積
し
、

そ
れ
を
後
日
市

が
搬
出
す
る
と

い
う
形
で
う
ま

く
連
携
で
き
ま

し
た
。

　
　
学
校
職
員
は
学
校
再
開
に
向
け
た
取

組
、
児
童
生
徒
の
安
否
確
認
や
通
学
路

の
安
全
確
認
な
ど
を
行
う
た
め
、
市
職

員
と
学
校
教
諭
と
の
間
で
、
学
校
を
避

難
所
と
す
る
場
合
の
役
割
分
担
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
時
よ
り
災
害

時
の
認
識
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
取
組

み
は
。

　
　

市
民
の
方
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
も
含
め
、
そ
の
や
り
方
な
ど
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
炊
き
出
し
機

能
に
つ
い
て
停
電
時
、
連
続
運
転
で
は

な
く
短
時
間
で
あ
れ
ば
炊
き
出
し
が
で

き
る
の
か
。
１
回
の
炊
飯
で
何
名
分
の

ご
飯
が
炊
け
る
の
か
。

　
　
１
回
の
炊
飯
で
最
大
６
５
０
０
食
分

の
ご
飯
が
炊
け
ま
す
。
停
電
時
、
連
続

運
転
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
１
回
な
い
し

２
回
の
炊
飯
は
可
能
で
す
。

　
　
市
内
に
あ
る
事
業
所
や
工
場
と
停
電

時
に
発
電
機
を
借
り
る
協
定
は
結
ん
で

い
る
か
。

　
　
そ
の
よ
う
な
協
定
は
結
ん
で
い
ま
せ

ん
が
、
一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物
を

扱
っ
て
い
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
千
葉
㈱
と

い
う
臨
海
部
の
企
業
と
災
害
時
の
災
害

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　
　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
に
は
訓

練
が
必
要
で
、
今
回
は
利
用
し
な
か
っ

た
と
あ
る
が
今
後
の
課
題
と
現
在
の
備

蓄
数
は
。

　
　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、
組
み
立
て

の
訓
練
が
必
要
な
の
で
、
防
災
訓
練
や

自
主
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
等
を
通

じ
て
訓
練
を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
市

役
所
の
備
蓄
倉
庫
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
は
32
基
あ
り
ま
す
。

避難所の様子

倒木被害

伐採風景
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８
人
が

令和２年３月定例会の議決結果
　３月定例会では、議案22件について議決し、すべての議案について可決・同意されました。賛否が分かれた案件
は下記の５件でした。

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。　◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

◆賛否が分かれた案件◆	 ○＝原案賛成　●＝原案反対　退＝退席

議　案　等
議
決
結
果

付
託
委
員
会

伊
藤　
　

啓

湯
浅　
　

榮

根
本　

駿
輔

山
口　
　

進

村
田　
　

稔

山
下　

信
司

在
原　

直
樹

小
国　
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　

清

前
田
美
智
江（
議長
）

長
谷
川
重
義

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生　
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津 

文
男

篠
﨑　

典
之

基本構想の策定 原案
可決

総
務 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

令和２年度　一般会計予算 原案 
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

令和２年度　国民健康保険
特別会計予算

原案 
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

令和２年度　後期高齢者医
療特別会計予算

原案 
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

副市長の選任 原案 
同意

省
略 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 退 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◆全会一致で原案可決・承認・同意された議案◆
◦一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定
◦特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定
◦職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定
◦印鑑条例の一部を改正する条例の制定
◦都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定
◦奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定

◦市道路線の認定
◦財産の取得の変更（ＬＥＤ防犯灯）
◦令和元年度　一般会計補正予算（第９号・第10号）
◦令和元年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
◦令和元年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◦令和元年度　介護保険特別会計補正予算（第４号）
◦令和元年度　農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
◦令和元年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
◦令和２年度　介護保険特別会計予算
◦令和２年度　下水道事業会計予算

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
袖ケ浦市ホームページ　https://www.city.sodegaura.lg.jp/
議会事務局　☎(62)3450 ▲議決結果はこちらから

　

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
花
澤
一
男

氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

副
市
長
が

決
ま
り
ま
し
た

花澤　一男 氏

「議会のひろば」より
　いつもご愛読ありがとうございます。

「議会のひろば」は、幅広い世代の皆様にご覧い
ただけるようこれからも努力し続けます。議会
だよりに関するご意見やご要望などありましたら、
こちらまでお願いします。

お待ちして
います

メール 議会だよりは
こちら
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一般質問

市
政 
問
う
を

一
般
質
問
と
は
、皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、議
員
が
市
長
な
ど
に
考
え
を
聞
く
も
の
で
す
。

議
員
本
人
が
Ｑ
＆
Ａ
を
要
約
し
作
成
し
た
原
稿
を
質
問
者
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

未
掲
載
の
内
容
も
含
め
、一
般
質
問
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
配
信
中
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
６
月
頃
に
掲
載
予
定
で
す
。

８
人
が

各議員のＱＲコードから一般質問の映像が閲覧で
きます。会議録は市議会ホームページのほか、市役
所２階の市政情報室や、中央図書館、長浦おかのう
え図書館でも閲覧できます。

袖ケ浦市議会

会 議 録 は こ ち ら か ら →

扌

屋
根
吹
っ
飛
ん
で
も

「
一
部
損
壊
」の
罹
災
判
定
お
か
し
い

市
に
よ
る
住
家
の
罹
災
証
明
書
は
、
屋

根
が
大
き
く
破
損
、
浸
水
し
て
も
「
一
部

損
壊
」
と
判
定
さ
れ
る
例
が
多
い
。
点
数

表
に
固
執
せ
ず
「
屋
根
が
浸
水
な
ど
し
て

い
れ
ば
概
ね
半
壊
」
等
と
し
た
内
閣
府
事

務
連
絡
に
よ
る
判
定
を
徹
底
し
な
い
か
。

判
定
結
果
の
均
衡
を
確
保
す
る
た
め
、

運
用
指
針
の
範
囲
内
で
の
調
査
が
求
め
ら

れ
、
住
宅
立
入
り
や
聞
き
取
り
な
ど
適
正

な
調
査
を
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

屋
根
が
吹
っ
飛
ん
で
も
「
一
部
損
壊
」、

二
階
の
屋
根
が
ほ
ぼ
吹
き
飛
ん
で
一
階
ま

で
水
浸
し
で
も「
半
壊
」の
お
宅
も
あ
っ
た
。

こ
れ
で
災
害
に
強
い
ま
ち
や
被
災
生
活
再

建
が
成
り
立
つ
と
本
気
で
考
え
る
か
。

迅
速
、
効
率
的
で
公
平
な
罹
災
証
明
発

行
が
非
常
に
重
要
で
す
。主
観
で
は
な
く
、

き
っ
ち
り
基
準
を
も
っ
た
判
定
が
公
平
・

適
正
な
審
査
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

独
自
残
土
条
例
で
農
業
と
水
を
守
れ

農
業
と
自
然
環
境
、
水
源
を
守
る
見
地

か
ら
早
急
に
建
設
残
土
等
の
埋
立
土
壌
を

検
査
・
規
制
す
る
残
土
条
例
制
定
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

県
で
再
生
土
の
埋
立
等
の
適
正
化
に
関

す
る
条
例
も
制
定
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点

で
早
急
に
独
自
の
残
土
条
例
制
定
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
は
撤
回
を

木
更
津
市
長
が
５
年
間
の
目
標
で
受
け

入
れ
表
明
し
た
危
険
な
陸
上
自
衛
隊
オ
ス

プ
レ
イ
暫
定
配
備
は
、
撤
回
を
求
め
る
べ

き
。市
長
は
安
全
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

国
独
自
の
手
法
で
安
全
性
を
確
認
し
た

と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
安
全
性

に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い

ま
せ
ん
。

Q
A

オスプレイの木更津暫定配
備は撤回を求めよ
安全性に大きな問題ない

篠
しの

﨑
ざき

 典
のり

之
ゆき

議員
日本共産党袖ケ浦市議団

・昨年の台風被害への対応と防災
施策について

・残土埋立て規制等、環境保全に
ついて

・市民生活の平和と安全に関する
市長の政治姿勢について

質
問
項
目
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◦議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
・
避
難
場
所
機
能
を
兼
ね

た
公
園
の
整
備
状
況
は
。

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
一
時
避
難
場

所
等
に
位
置
付
け
て
い
る
近
隣
公
園
及
び

街
区
公
園
は
、
現
在
、
62
か
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
づ
く
り
の
取

組
は
。

公
園
の
再
整
備
や
遊
具
の
改
修
の
際
な

ど
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
整
備
を
行

う
こ
と
で
、
親
し
み
や
愛
着
を
持
っ
て
頂

く
と
と
も
に
、
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
頂
き
、
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
園
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

待
機
児
童
、
入
所
待
ち
児
童
の
現
状
は

国
基
準
の
待
機
児
童
は
昨
年
10
月
１

日
時
点
で
は
95
人
、
入
所
待
ち
児
童
は
、

２
１
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
、
入
所
待
ち
児
童
の
解
消
に

向
け
て
の
取
組
は
。

必
要
と
な
る
保
育
士
を
確
保
し
た
上

で
、
国
の
基
準
の
範
囲
内
で
定
員
の
弾
力

的
な
運
用
を
行
い
、
待
機
児
童
の
解
決
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

待
機
児
童
、
入
所
待
ち
児
童
が
増
加
傾

向
な
の
は
、
袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整

理
事
業
計
画
の
段
階
で
見
通
し
が
甘
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

保
育
施
設
入
所
希
望
者
が
予
想
を
上
回

る
勢
い
で
増
加
し
た
こ
と
で
、
現
状
の
待

機
児
童
数
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
も

計
画
的
な
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
学
校
の
普
通
教
室
の
確
保
と
現
状
は

学
級
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
奈
良
輪
小

学
校
及
び
蔵
波
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
普

通
教
室
の
確
保
が
今
後
の
課
題
で
す
。

県
道
２
８
７
号
線
の
安
全
対
策
を

国
道
16
号
交
差
点
と
蔵
波
台
入
口
交
差

点
ま
で
の
間
に
つ
い
て
、
斜
面
地
か
ら
樹

木
の
張
出
し
、
豪
雨
時
の
崖
崩
れ
の
危
険

性
、
降
雨
後
の
泥
水
の
流
出
に
つ
い
て
県

に
対
策
を
。

適
正
な
管
理
と
土
砂
撤
去
、
側
溝
清
掃

の
実
施
に
つ
い
て
、
状
況
を
注
視
し
県
へ

対
応
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

蔵
波
台
入
口
交
差
点
か
ら
長
浦
駅
前
ま

で
の
間
に
つ
い
て
、
狭
い
蓋
掛
け
Ｕ
字
溝

を
歩
道
と
し
て
い
る
。
安
全
対
策
を
。

歩
道
内
で
電
柱
等
が
支
障
と
な
っ
て
い

る
箇
所
は
占
用
者
に
移
設
要
請
を
し
ま

す
。
歩
道
幅
員
の
狭
い
箇
所
に
は
、
路
面

表
示
や
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
安
全

対
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

長
浦
駅
前
か
ら
代
宿
地
先
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
、
毎
年
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
状

態
に
な
り
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
。
年
２
回
の
除
草
を
お

願
い
し
な
い
か
。

県
道
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
実

施
し
、
さ
ら
に
繁
茂
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
県
に
要
望
し
ま
す
。

平
時
か
ら
市
役
所
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
連
携
を
強
化
し
て

災
害
時
に
お
け
る
市
役
所
と
社
会
福
祉

協
議
会
の
関
係
は
。

災
害
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
の
指
示

に
よ
り
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
の
運
営

に
当
た
り
ま
す
。

台
風
15
号
に
お
い
て
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
を
行
う
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
た
た
め
で
、
災
害

対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域
福
祉
活

動
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
ま
す
。

Q
A

保育士の確保に向けて
市独自の補助制度を
先進事例の情報把握を行います

Q
A

県道287号線の安全性と
美観向上を
安全対策を県へ要望してまいります

小
お

国
ぐに

　勇
いさむ

議員
志清会

・公園のあり方について
・子育て支援について

質
問
項
目

湯
ゆ

浅
あさ

　榮
さかえ

議員
新風会

・県道袖ケ浦姉崎停車場線沿線の安
全性と美観向上の対策について

・台風15号災害における市役所と
社会福祉協議会の対応について

質
問
項
目
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車
が
無
く
て
も
生
活
で
き
る
ま
ち

高
齢
者
世
帯
へ
の
タ
ク
シ
ー
助
成
と
は
。

居
宅
で
生
活
す
る
移
動
手
段
が
な
い
75

歳
以
上
、非
課
税
世
帯
を
対
象
。１
枚
５
０
０

円
の
利
用
券
を
１
か
月
あ
た
り
３
枚
交
付
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
バ
ス
空
席
利
用
検
討
と
は
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
無
料
送
迎
バ
ス
を
活
用
し

平
川
地
区
か
ら
試
行
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち

被
災
住
宅
支
援
周
知
は
進
ん
で
い
る
か
。

広
く
周
知
に
努
め
窓
口
相
談
で
も
申
請

時
必
要
な
見
積
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
の
現
況
は
。

残
り
１
７
８
か
所
を
順
次
進
め
令
和
３

年
５
月
完
了
に
向
け
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
災
害
機

能
の
見
直
し
と
は
。

集
会
施
設
を
一
時
的
避
難
所
と
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
耐
震
化
等
の
補
助
を
見
直

し
、
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

住
み
た
い
に
応
え
ら
れ
る
ま
ち

待
機
児
童
解
消
へ
の
取
組
み
は
。

本
年
４
月
認
可
保
育
所
開
設
予
定
、
さ

ら
に
保
育
所
１
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所

１
園
を
公
募
、
他
に
も
認
可
保
育
所
１
園

の
整
備
支
援
を
予
定
し
解
消
を
進
め
ま
す
。

保
育
環
境
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
と
は
。

保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
、
業
務
効
率

を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
情
報
技
術
活
用
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
を
早
急
に
行
う
が
対
応
は
。

教
職
員
や
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
や
研
修
等

を
実
施
し
、効
果
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
地
区

計
画
制
度
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
に
密
着
し
た
も
の
で

あ
り
各
地
域
に
お
い
て
説
明
会
を
行
い
幅

広
く
周
知
を
図
り
ま
す
。

Q
A

新型コロナ君津管内で
相談・検査件数は
公表しておらず
回答が得られませんでした

Q
A

ガウランド無料送迎バス
空席利用の検討とは
平川地区からの試行実施に向け話し
合いを進めています

◦議員が選挙区内にある者に対して寄付することは、いかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ

緒
お

方
がた

 妙
たえ

子
こ

議員
公明党

・施政方針から
質
問
項
目

励
と

波
なみ

 久
ひさ

子
こ

議員
日本共産党袖ケ浦市議団

・健康・医療問題について
・市長の施政方針について

質
問
項
目

正
確
な
情
報
を
把
握
し
対
応
を

正
確
な
情
報
が
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
、

逆
に
市
民
の
不
安
を
増
し
て
い
く
。
情
報

提
供
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

今
後
も
国・県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
市
の
医
療
機

関
な
ど
へ
の
マ
ス
ク
の
配
布
状
況
は
。

合
計
で
約
20
万
枚
の
備
蓄
の
内
３
月
６

日
時
点
で
約
８
万
枚
配
布
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
の
影
響

に
つ
い
て
相
談
な
ど
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
に
は

従
業
員
へ
の
給
与
の
支
払
い
の
相
談
や
飲

食
店
を
中
心
に
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
声

が
届
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

私
に
も
市
民
の
方
か
ら
政
府
の
休
業
要

請
に
応
じ
て
影
響
が
出
て
い
る
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
実
態
を

掴
ん
で
、
国
に
生
活
と
生
業
を
守
る
補
償

を
求
め
て
い
か
な
い
か
。

国
の
支
援
情
報
を
収
集
し
、
事
業
者
の

皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
支
援
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
が
急
務

年
度
当
初
比
で
待
機
児
童
が
上
回
る
見

込
み
。
現
状
の
対
応
で
は
到
底
解
消
で
き

な
い
。早
急
に
対
応
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

一
人
で
も
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

登
降
園
記
録
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
い
つ
か
ら
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
導
入
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
検
討
を

実
施
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
へ
の
タ
ク

シ
ー
助
成
の
対
象
は
狭
く
枚
数
も
少
な
い
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
バ
ス
の
空
席
利
用
も
行
き
た

い
所
へ
行
け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

や
は
り
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
検
討
を
。

デ
マ
ン
ド
交
通
等
含
め
た
検
討
も
当
然

中
長
期
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
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※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）…
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
略
称

産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
を

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
助
産
師
と

連
携
し
て
使
い
や
す
い
制
度
に
し
な
い
か
。

利
便
性
を
高
め
る
に
は
有
効
な
方
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
課
題
整

理
と
と
も
に
医
師
会
・
助
産
師
会
と
協
議

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
事
業
に
訪
問
型
を
加
え
な
い
か
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
君
津
地
域
産
後
ケ
ア
連
絡
調
整

会
議
に
お
い
て
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
後
う
つ
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
産
婦

健
康
診
査
へ
の
助
成
を
し
な
い
か
。

国
の
補
助
対
象
事
業
で
も
あ
り
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
に
向
け
た
調

査
研
究
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

空
家
・
所
有
者
不
明
土
地
の
流
通

空
家
・
所
有
者
不
明
土
地
の
現
状
は
。

Ｈ
24
年
度
に
３
７
８
戸
の
空
家
を
確
認

し
て
お
り
、
そ
の
後
の
市
民
情
報
提
供
に

よ
る
１
２
７
戸
を
含
め
て
再
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
市
の
指
導
に
よ
る
除
却
が
21
戸
、

所
有
者
の
自
主
的
な
除
却
が
66
戸
、
再
利

用
さ
れ
た
家
屋
が
１
８
８
戸
確
認
で
き
、

本
年
１
月
末
で
２
３
０
戸
で
す
。
所
有
者

が
明
確
に
な
ら
な
い
土
地
は
数
件
程
度
で

す
が
、
全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

空
家
を
行
政
が
肩
代
わ
り
し
て
解
体
等

の
対
応
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
費
用
回

収
が
難
し
い
。
不
動
産
流
通
の
規
制
上
低

廉
な
空
家
は
仲
介
業
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
薄

く
、
他
自
治
体
で
も
事
例
が
あ
る
、
仲
介

業
者
側
へ
報
償
を
出
す
よ
う
な
制
度
を
検

討
し
な
い
か
。

導
入
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
家

の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
空
家
の
購

入
、
解
体
、
住
宅
診
断
費
用
の
助
成
な
ど

を
事
例
調
査
の
う
え
検
討
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
市
政
経
営
に
取
り
入
れ
る

と
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

市
全
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
市
政
に

対
す
る
関
心
を
高
め
多
様
な
関
係
者
と
の

連
携
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
リ
ー
ダ
ー
が
未
来
を
宣
言

す
る
こ
と
。
市
長
の
６
つ
の
基
本
政
策
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
指
示
は
。

今
策
定
を
進
め
て
い
る
総
合
計
画
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
を
各
分
野
別
施
策

に
関
連
づ
け
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
市
民
・
職
員
・
議
員
で
の

共
有
を
進
め
よ
！

「
共
有
を
進
め
る
」
こ
れ
は
非
常
に
重

要
。
現
総
合
計
画
で
「
自
立
と
協
働
」
の

共
有
が
進
ま
な
か
っ
た
。
次
期
総
合
計
画

へ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
落
と
し
込
み
は
。

新
た
な
総
合
計
画
の
共
有
を
図
っ
て
い

く
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
関
連
づ
け
も

図
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

実
際
に
市
役
所
内
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知

度
、
関
心
度
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

現
時
点
で
は
、
庁
内
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
認
知
度
は
全
般
的
に
高
い
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
経
営
の
場
面
転
換
を
創
る
う
え
で

は
大
き
な
武
器
に
な
る
。
市
長
が
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
改
め
て
そ
の
決
意
に
つ
い
て

伺
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
つ
い
て
は
、庁
内・

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
共
有
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
自
治
体
も

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
を
皆
さ
ん
で
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q
A

産後ケア事業に訪問型を

必要なサービスと認識しています

Q
A

「SDGs
※
を活用する」ため、

改めてその決意について伺う
皆さんで共有することが重要だと
考えています

◦議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

笹
さ

生
そう

　猛
たけし

議員
袖和会

・市長の市政経営について
質
問
項
目

根
ね

本
もと

 駿
しゅん

輔
すけ

議員
新風会

・空き家・空き地対策について
・産後ケアの充実について

質
問
項
目
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施
政
方
針
と
市
政
運
営
に
つ
い
て

伺
う

市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
災
害
に
強
い

ま
ち
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

災
害
対
応
の
課
題
を
検
証
し
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
の
整

備
、
初
動
対
応
の
強
化
、
情
報
発
信
の
充

実
、
人
材
育
成
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
今
回
の
検
証
を
も
と
に
、
地
域
防
災
計

画
や
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

中
長
期
の
展
望
は
。

（
仮
称
）
袖
ケ
浦
市
強
靭
化
計
画
を
令

和
２
年
度
中
に
策
定
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
の
実
現
に
向
け
て
防
災
対
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
住
み
た
い
に
応
え
ら
れ
る
ま
ち
」
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

全
国
的
に
は
人
口
減
少
の
中
、
本
市
で

は
計
画
的
な
都
市
基
盤
の
整
備
や
広
域
的

な
交
通
の
利
便
性
の
向
上
、ま
た
子
育
て
、

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
取
組
な
ど
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
結
果
、

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

住
宅
地
と
し
て
の
土
地
利
用
の
今
後
の

見
込
に
つ
い
て
。

住
宅
地
を
含
め
た
具
体
的
な
土
地
利
用

の
方
針
を
定
め
、
ま
ち
全
体
の
魅
力
の
向

上
及
び
市
街
地
に
お
け
る
良
好
な
居
住
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
移
住
や
定
住
人

口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
を
始
め
や
す
く
、
遊
休
農
地
が
活

用
さ
れ
る
ま
ち
に
む
け
た
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

農
業
委
員
会
と
連
携
し
農
地
中
間
管
理

事
業
や
認
定
農
業
者
農
地
集
積
事
業
を
活

用
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
、

集
約
化
を
推
進
し
な
が
ら
農
業
経
営
の
安

定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
A

市長の基本政策と今後の
市政運営で重要な３点は
災害、住環境、遊休農地解消
いずれも真摯に取り組みます

◦後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

阿津 文男議員
市民クラブ

・市長の施政方針と市政運営につ
いて

・投票率を高める施策について

質
問
項
目

久慈市議会と
意見交換

　令和２年２月14日、本市議会と友好交流議会協
定を締結している岩手県久慈市議会の会派　新政
会の議員５名が袖ケ浦市を訪れ「災害に対する議
会の対応（活動）について」意見交換を行いました。
　久慈市議会は、東日本大震災、平成26年と令和
元年の台風被害と幾度となく災害に遭い、そのた
びに議会が真摯に市民と向き合ってきたことから、
先進地として注目されています。
　意見交換では、議員の市職員への窓口一元化や、
安否確認のための情報共有、災害時の議会と議員
の行動指針策定など、さまざまな意見が出されま
した。
　環境・災害対策特別委員会では、これらの意見
を参考に、市議会としての指針を作り、災害発生
時柔軟に対応できる体制づくりを進めていきます。

「災害に対する議会の対応について」
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４月１日袖ケ浦駅前一丁目に、県の認可を受けた私立
保育園が開園しました。対象は０歳児から就学前までの
お子さんで、定員は60名です。
この保育園では、遊びを通して、自ら発見し、学ぶ力を

育てたり、異
年齢交流から
思いやりの心
と、自ら挑戦
しようとする
心を育ててい
きたいとのこ
とです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月から市
内の小中学校は臨時休校となり２か月が過ぎました。４
月の始業式では、時間の短縮、グラウンドでの実施、ま
た校長先生のおはなしや着任式の様子を各教室のテレビ
に放送するなど、学校の状況に応じたさまざまな形がと
られました。
いち早くこのような事態が収束し、みんなが笑顔で登
校できる日が来ることを心から願っています。

ユーカリ保育園　開園 ４月７日、学級開き

ガ ウ ラ の ひ ろ ば
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＊一般質問通告一覧表は５月29日（金）頃、ホームページに掲載する予定です。
＊６月定例会の予定は、５月27日（水）に開催される議会運営委員会で正式決定さ

れます。詳しくは議会事務局（62－3450）へお問い合わせください。
＊請願・陳情の受付は５月25日（月）までです。

　本会議の会議録はホームページへの掲載
まで約２ケ月かかりますので、内容を早く
ご覧になりたい方、もっと詳しく知りたい
方は、録画配信をご利用ください。
　パソコンだけでなく、スマートフォン、
タブレット端末でもご覧になれます。

「議会のひろば」より

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
TEL 0438-62-3450　FAX 0438-63-5130
E-mail sode32@city.sodegaura.chiba.jp

　録画配信を
　　ご利用ください　
定例会全日程終了後
　約２週間で
　　　アップされます　

議員名・会議日から選べます。
「再生」を押すと映像が始まります。

袖ケ浦市議会　映像 検索

【６月の定例会】
日 月 火 水 木 金 土

5/24 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30
一般質問
受付

議会運営
委員会

5/31 １ ２ ３ ４ ５ ６
本会議
10:00～

７ ８ ９ 10 11 12 13
本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

14 15 16 17 18 19 20
本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問予備日）

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

21 22 23 24 25 26 27
本会議
10:00～

28 29 30

根形小 放送室での着任式の様子


